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研究概要
１， 事例から学ぶ
コットンハウスで暮らす入居者 2 名に関する、
本人と支援者へのヒアリング調査を行った。これ
までの生活歴や支援者へのヒアリング調査などを
とおして、コットンハウスでの試行錯誤を記録し
た。

２， 研究会の開催
「老い」「暮らし」に関連する研究会を 4 回実施
した。
2021年 9月 14日（火）
「脳性麻痺と二次障害」古川智子さん（理学療法士）
2021年 11月 16日（火）
「暮らしの場での高齢化への対応と看取り事例」
久門誠さん（公益社団法人京都市身体障害児者父
母の会連合会「じゅらく」「せせらぎ」「ぷらり」）
2022年 1月 13日（木）
「障害のある人が高齢化に伴い直面する権利擁護
的側面での課題について」山口まゆみさん（あか
るいみらい準備室）
2022年 1月 29日（土）
「アドバンス・ケア・プランニング（ACP）につ
いて学ぼう～障害のある人の暮らしの場での
ACP について～」西川満則さん（国立長寿医療
研究センター緩和ケア診療部／ EOL ケアチーム
医師）、大城京子さん（( 株 )Old-Rookie 快護相
談所和び咲び副所長／主任介護支援専門員）

３， 施設見学
高齢化問題に直面したり、医療との連携に取り組
んでいる施設を訪問し、ヒアリング調査を実施し
た（3カ所）。
・公益社団法人京都市身体障害児者父母の会連合
　会「重度障害者通所介護じゅらく」
・社会福祉法人史明会「看護小規模多機能型事業
　所 varie」「ボイス西ノ京」
・社会福祉法人乙訓福祉会「ハイツ竹とんぼ」

　

◎ヒアリング調査について
コットンハウスで暮らす入居者 2 名に関する、
本人と支援者へのヒアリング調査を行った。これ
までの生活歴や支援者のヒアリング調査などをと
おして、コットンハウスの試行錯誤を記録するこ
とができた。毎日現場で働いているスタッフから
は、「毎日やっているといつのことだったのか覚
えていないこともたくさんあって、まとめること
で思い出したこともある」「コットンハウスの他
のスタッフやパートスタッフの方にも読んでも
らって感想を聞きたい。医療的ケアに対応するよ
うになったときに議論はしたと思っているが、ど
こまで話を聞けていたか。その時々に精一杯でき
ちんと話を聞けていなかったのではないか」など
の感想が寄せられた。今後、ますます高齢化がす
すむコットンハウスのなかで、入居者の方の生活
をどのように守るかを改めて考える機会になっ
た。
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◎研究会について
４つのテーマを設定して研究会を行った。３つの
研究会は内部のスタッフ向けに行い、実際に利用
されている方の状況と照らし合わせて議論するこ
とができた。「アドバンス・ケア・プランニング
について学ぼう」は、外部向けにも告知を行い、
当初は対面での実施を検討したが、新型コロナの
流行拡大でオンラインでの実施となった。関心の
ある人たちの参加を得て、貴重な学びの機会をつ
くることができた。研究会のなかで印象的だった
のが、「障害のある人はそれぞれ違う。今対応し
ていることと全く同じことは起こらないだろう。
それでもどうすることがいいのかを考え続けるこ
とが、豊かな生活をつくるために必要なことでは
ないか」という言葉だった。障害のある人の問題
を通して、社会の問題を見直す機会をつくること
ができた。

◎施設見学について
3 カ所の施設を見学するなかで、同じ問題をかか
え、悩みながら運営されている様子や、いろいろ
な方法で課題にアプローチされていることを共有
することができた。

今回実施した調査研究に関する報告書「障害のあ
る人の老いや病を支え続けるために～高齢化する
障害のある人の暮らしに関する調査研究事業報告
書」を 500 部作成し、ホームページや SNS で
周知を行い、関心のある人に配布する予定である。
ケアでひろがる、ケアでつながる支えあいの情報
モール「HELP ON HELP」でも情報公開し、障
害のある人の高齢化について興味関心のある人と
つながるきっかけとした。
また、調査研究事業の一環で行った研究会や見学
について、法人で発行している通信、年次レポー

トで取り組みの報告を行った。
とくに一般に公開した「アドバンス・ケア・プラ
ンニング」についての関心は高く、障害福祉分野
を中心に周知したが、高齢福祉分野の方からの参
加も得ることができた。

報告書を活用し、コットンハウスに関わっている
スタッフやケアスタッフとの意見交換を実施した
り、外部の協力者の方も含め、福祉ホームでの医
療的ケアの実施に関する検討会を実施する予定で
ある。現在、医療職の配置のない福祉ホームがど
こまでのケアに対応できるのか、高齢化すること
によって必要になるケアの負担にどう対応して
いくかを日々の暮らしを支えながら振り返る機
会をつくるきっかけになった。
ヒアリング調査の事例に取り上げた上野和子さん
のこれまでを振り返る「ヒューマンレガシー～み
んなと語る、上野和子さんのものがたり～」展を
令和 4 年 5 月 17 日～ 6 月 18 日までアートセ
ンター HANA で実施する予定で取り組みを進め
ている。彼女のこれまでの人生が周囲に与える影
響を振り返り、これからの人生がより実り多いも
のになるような展示となる予定である。
「老い」「暮らし」に関する研究会を実施したこと
で、テーマを設けた勉強会はスタッフ間の意見交
換が活発になったため、継続して実施をしていき
たいと考えている。
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